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森産業‐肥翔叫 らくらく園芸シリーズ

あなたを軍取りから解放する「敷きつめ雄肥」

草を抑え、主を肥やし、病気を防ぐ、画期的なお徳用姓肥

(袋裏の説明イラスト)

お庭に、畑に、通路に敷 lすば、とっても美しい !

!省カ

:藝 弾

ぐ。(一石三鳥)

糧目ですが、このI

‐ 報 墜

全面を、敷きつめ堆肥i車の′よヽ

。(完熱バーク堆肥)

河村式?数きっめ姓員巴強力衛

囲   ∈羽0

2～3un

蜘 t

くだに

ぃ方:■ .ヒ tiれ く`、

辛ネrJ毛 郷 槃除 t熟

』中“一ｍ【一い

え
山一一一韓
一亜 ふ
韓
輯
騨
騨

自然の森から学.3ヾ

基峠の珪す イラストヽ主●弟移佳子

畑はシーズンが終わつたら、漉き込んで、来シーズンの土づくり !



「草取り知らずの 敷きつめ堆肥」

ができるまで

先人は、稲わらを敷いて上の上に覆いかぶせ (=マルチング)、 草を抑えてきました。そこ

で、我が家では長年、その稲わらの代わりに、落ち葉や芝生を刈り取つた草を、畑の通路や、

ナス・ トマ ト・胡瓜の根元に敷いて、草を抑えてきました。しかしこれは、大変有効な方法

ではあるものの、落ち葉のある人、落ち葉のある季節、芝刈 りの草のある場合に限定され、

万人向きではありません。

そこで、だれでも手に入る堆肥を畑や通路に敷いて、実験をしてみました。厚さは2セ ンチ

ほどです。すると、ほとんど草が生えてこなかつただけではなく、なんとなんと、ナスや ト

マト、シシトウなどが今までと違って、驚くほど立派に育ち、なおかつ、遅くまで数多く収

穫できました。草取り知らずで、多収穫、狭い畑でも収量が増える。家庭菜園に最適です。

さて、そんなことを考えていた時、森さんと雑談の機会がありました。「畑や通路に敷きつ

める、安い堆肥はできないだろうか。分解が遅い、少々粗目の堆肥が良いと思うのだけど」

と聞いてみると、森さんから「やってみましょう」との力強いお返事。かくして、画期的な

「草取り知らずの敷きつめ堆肥」の誕生となりました。本当に、森さんのお人柄に感謝です。

「敷きつめ堆肥」は、早い話が、まずはマルチングをして車を抑え、さらにナスや トマ トな

どの収量をアップさせてくれる。畑や通路ばかりではなく、花壇の草も抑え、花も爛漫。作

物の根元に敷けば、千ばつにも強く、水や りもほとんどしなくてよい。これは、森や曲が落

ち葉の腐葉上で車も生えず、水やりしなくても、肥料をまかなくても、病気にもならずに立

派に育っているように、自然の理なんですね。山や森は、落ち葉の堆肥でマルチングされて

いるのです。

しかも、「敷きつめ堆肥」は、それで終わりではなく、畑に敷いたものは、収穫が終わつた

後、土に漉き込んで、来年の上づくりができるので一石二鳥。どつちみち堆肥は入れるのだ

から、予算は同じ。しかし、なんと言つても、草取りから解放されたのが、家族全員の笑顔

です。

電対 垂入



森産業‐配潮瞬 らくらく園芸シリーズ

有機肥料 花も野菜も「花咲か隣さん」
立派な花が、立派な実をつける。

トマト璽移ナス摩釘キ
ュウI など

ラジオのリスナーさんから、ご感想のお便りをいたださました。
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森産業0だ潮巽 らくらく園芸シリーズ

「河オす0たの車取 り鎌」

車取 りが

はかどる

職 人 さたが

一本一本手作 り

日本一
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森産業命 だ潮要

2015年に40周年を迎えるロングセラー商品

河村さんおすすめ 熟成堆肥
《402入り》
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《らくらく園芸シリーズ 20E入り》
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動画「らくらく園芸」
FOREX森産業のホームベージで見られます !
http://w‖ w.forex― morio com/collabo/index.html

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

(11)

(12)

(13)

(14)

(15)

(16)

(17)

純粋堆肥・ばらまき

らくらくトマト作り 生三ラごま油

青菜の種まき 4ヽ松菜のお漬物

宿根車の植え方 自家製浅漬けの素

らくらく車取リ ナスの塩水もみ

秋の土づくり 里予菜の蒸し料理

冬囲い ジッノ(一袋で白菜キムチ

らくらくおせち シクラメン育て方

森社長と対談 土づくり・堆肥を語る

スペシャリレ通夫の暮らし 春夏秋冬

病気に負けない土づくり ふきのとう

野菜の病気 。若ブキのさつと煮

トマト・ナスの育て方、三ラ玉丼

キュウリの育て方、植え方、中華漬け

今、種蒔きできる野菜 薬味そうめん

草取りのコツ グランドカノぐ― 素焼料理

河村家の家庭菜園 家族そろつて収穫祭

らくらく園芸で検索 !

秋の漬物スペシヤル 玄米漬け 白菜漬け

秋のお庭のお手入れ 千枚漬けの漬け方

京都の家庭菜園 伊達巻の作り方

森社長と対談 男の思いを語る

連作障害の防ぎ方 畳方式の作付け計画

敷きつめ堆肥 鋸の使い方 つくしの卵とじ

トマトの育て方 金槌の使い方 桜の花の塩漬け

キュウリの育て方 ドライパーの使い方 ガリの作り方

草取り知らずの敷きつめ堆肥 草取り鎌 梅漬け

敷きつめ堆肥 2玉葱ホー マス子の醤油漬け

ベジタフリレガーデン 手ぼうき 柴漬け

家庭菜園の収穫法 トマト・人参ジュース

家庭菜園秋の手入れ 剪定ばさみ イカの塩辛

親子夏休み工作教室 通夫の暮らしスライドシヨー

落ち葉の利用法 月罠手の使い方 豚の角煮

対談～森産業株式会社～工場見学

対談その 2～森産業株式会社～工場見学

(18)

(19)

(20)

(21)

(22)

(23)

(24)

(25)

(26)

(27)

(28)

(29)

(30)

(31)

(32)

(33)

(34)

ラジオ 出演番組
北海道STVラジオ 「日曜楽楽生ワイド」
測村通夫の桃栗タイム 日曜ひる¬2時～

餌 ッドラジオ  戸蓬肇≪劃塵

河村通夫の大自然まるかじリライフ

青森放送  (11:25～ ¬1:35)

秋田放送  (12:00～ 引2:¬ 0)

岩手放送  (¬ 6:40～ 16:50)

山形放送  (¬ 2:30～司2:40)

(宮効)東北放送  (16:」 0～引6:20)

ラジオ福島 (9:30～ 9:40)

新潟放送  (12:14～ 12:23)

(長野 )

(愛矢8)

(富山)

(石川 )

(岡山)

(広島)

(愛媛 )

(福岡)

信越放送

出梨放送

静岡放送

東泡ラジオ

岐阜放送

北日本放送

北陸放送

福井放送

KBS ttR者日

山陽放送

中国放送

出□放送

南海放送

高矢8放送

RKB毎日

宮隋放送

熊本放送

(¬ 3:50-¬ 4

( 6: 30- 6

(42:25～ 12

( 6:40- 6

(6:35-6

(¬ 1:50～¬2

( 6:35かY 6

(6:30-6

( 6:05～ 6

(¬ 0:¬ 5～ 10

(5:¬ 5～ 5

(¬ 1:25～引¬

(¬ 6:30-¬ 6

(12:40-¬ 2

(η 5:30～ 15

(6:40-6

( 6:30- 6

:00)

:40)

:35)

: 50)

:45)

:00)

: 45)

:40)

:引 5)

: 25)

: 25)

: 35)

:40)

: 50)

: 40)

:50)

:40)




